
■決算状況

交付金配分枠 13,378,000 円

交付金決算額 13,078,272 円

その他収入    36 円

97.8%

各分野の決算

①協議会運営 9,082,952 円

②地域振興 1,770,091 円

③地域福祉 306,673 円

④安心・安全 333,848 円

⑤環境づくり(土木工事） 0 円

⑤環境づくり(その他） 812,161 円

⑥地域個性創出 772,583 円

決算総額 13,078,308 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

　交付金決算額／配分額    

阿東地域づくり協議会　地域づくり交付金事業概要（令和元年度）

　令和２年は、阿東が山口市と合併して１０年目の節目を迎える。少子高齢化に伴う人口減少とともに、一次産
業などの後継者、担い手不足などの厳しい状況ですが、阿東の５地区の皆さんが連携と繋がりを深め「ONE
TEAMあとう」を合言葉に課題解決に向けた地域づくりを推進する。

美緑（みりょく）あるまちづくり、考えてみよういね、やってみよういね

事務局人件費、事務費

【各地区協議会集約分】
生雲ふれあいフェスタ【生雲】　サマーナイトフェスタ【生雲】　新春交流会【生雲】　祭りを
盛り上げよう【生雲】　盆踊り大会【生雲】　空き家活用プロジェクト事業【地福】　問題解
決のための学びの場開設事業【地福】　小中学生夢の絵【徳佐】　坂手自治会体育祭
【徳佐】　野坂三原感謝祭【徳佐】　上市東体育祭【徳佐】　さくら祭り俳句大会【徳佐】　嘉
年ゆうすげフェスタ【嘉年】　イルミネーション事業【嘉年】　グラウンドゴルフ大会【嘉年】
ふれあい運動会【嘉年】　ほたる鑑賞会【嘉年】　地域づくり人材育成のための研修視察
【地福】　生活支援サービス構築事業【地福】　しのぶ元気塾【篠生】　篠生史跡めぐり【篠
生】

【阿東全体分】
地域広報誌発行　山口市合併10周年実務者会議　明治維新150年記念事業　阿東中学
校区スポーツ交流事業

【各地区協議会集約分】
福祉的まちづくりを考える会【徳佐】　寝たきりにならない為の食生活について【徳佐】
地域内移動手段の確保【地福】　コミュニテイ機会創出事業【地福】　三世代交流イベント
【篠生】　三世代交流会 66,000【徳佐】

【阿東全体分】
ウォーキングマップ

■地域の情報

地域人口 4,883人 自治会数 123

世帯数 2,296世帯 自治会加入率 98.2%

※数値は、令和２年4月1日のもの



④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

■重点的に取り組んだ事業

事業名 環境実践事業（十種ヶ峰山頂案内看板） 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 広報活動（あいらぶあとう地域広報誌発行） 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

年１回は看板の状況を確認したい。

阿東全域に戸別配布した。

【各地区協議会集約分】
ふるさと意識啓発事業【地福】　地域清掃活動【生雲】　桜の園【生雲】　地域清掃活動
【生雲】　桜の園【生雲】　長門峡駅整備【篠生】　長門峡ジオパーク認定クリーン作戦【篠
生】　　芝桜植栽継続管理【篠生】　コスモス等の植栽【篠生】　もみじ祭り事前清掃活動
【篠生】　篠生分館等の整備計画【篠生】　徳佐地区クリーン作戦【徳佐】　和田山公園整
備【嘉年】　クルミ植栽支援事業【嘉年】

【阿東全体分】
ＪＲ沿線環境整備事業　国道315号花壇整備　十種ヶ峰山頂案内看板　突抜遺跡看板設
置　大蔵ヶ岳整備

【各地区協議会集約分】
盆踊り【篠生】　肝だめし会【生雲】　子供みこし【生雲】　生雲どんど【生雲】　花車巡行
【生雲】　地域の誇り伝承事業【地福】　お田植え祭り【徳佐】　どんど焼き【徳佐】　郷土伝
統芸能事業【徳佐】　21踊りの継承【徳佐】　神楽舞保存活用事業【嘉年】　ふれあいマッ
プ【嘉年】　長門峡もみじ祭り【篠生】　クリスマスナイトフェスティバル協賛事業【地福】
地域間交流事業【地福】　徳佐クリスマス【徳佐】　やまびこ合唱団【徳佐】　ヤマシャクま
つり【徳佐】　嘉年婦人会100周年記念事業【嘉年】　読み聞かせ【生雲】　未来の担い手
育成事業【地福】

【阿東全体分】
人権講演会

長門富士と呼ばれる十種ヶ峰の標高がわかり登山者に好評だった。

158,760円

５名

山頂看板が老朽化してなくなったので新たな看板を設置する。

編集会議を重ね地域の情報を掲載した。

より見やすい紙面づくりをめざす。

【各地区協議会集約分】
防災研修【篠生】　自主防災【生雲】　自主防災【嘉年】　除雪事業【嘉年】

【阿東全体分】
あとう防災減災講演会

標高９８８．６ｍを知らせることができる。

②

地域広報誌あいらぶあとうを発行する。

平成３１年４月～令和２年３月

３，０００戸

503,630円

地域版広報誌の発行

①

山頂に案内看板がなくなったので登山者にわかりやすいよう設置する。

令和元年１２月



事業名 自主防災啓発事業（あとう防災減災講演会） 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

110,000円

③

豪雨災害からの経年によって風化しつつある防災意識の低下と地域防災のあり方。

中高生による防災活動は地域の繋がりや活性化に寄与する重要性について理解を
深めた。

中高生が学校行事として参加できてよかった。

アンケートの結果から各種訓練を内容に加えたい。

防災啓発映画「いつか君の花明かりには」上映、監督の講演。

令和元年７月１２日

１７５名


